
コンテンツとメディア

ポイント

3章

利用しているコンテンツ、アプリ

［資料3-1］�コンテンツやアプリケーションの利用状況（複数回答）.......................59
［資料3-2］�音声認識機能の認知率の年次推移（複数回答）......................................60

［資料3-3］�音声認識機能の利用率の年次推移（複数回答）......................................61

●コンテンツやアプリケーションの利用率は「情報検索」約8割、「電子メール」「地図・ナビゲーション」約7割（資料3-1）。
●各音声検索サービスの認知は、全体的に前回と同程度（資料3-2）。
●各音声検索サービスの利用率は「Google音声検索」「Amazon Alexa」が微増（資料3-3）。

ユーティリティ系サービス1節
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3章 1節

注1：携帯電話所有者が回答。
注2：「ホームセキュリティ」は、外出時などに自宅の家電のスイッチや鍵の開け閉めなどを確認できるサービス。
出典：2023年一般向けモバイル動向調査

■ 利用率（利用している）

0％ 20％ 40％10％ 30％ 50％ 70％ 90％60％ 80％ 100％

情報検索

電子書籍

株、信託などの投資

健康アドバイス

仕事紹介

安否確認

ホームセキュリティ

電子メール

地図・ナビゲーション

SNS発信／更新

動画／音楽視聴

QRコード決済

テレビ／ネット通販

災害情報

アプリ／Webゲーム

（n＝6,423）

77.477.4

72.972.9

70.770.7

59.159.1

57.557.5

55.255.2

49.349.3

40.140.1

34.034.0

23.823.8

21.321.3

10.210.2

5.55.5

3.23.2

2.62.6

資料3-1 ●コンテンツ・アプリの利用率は「情報検索」が77.4％で最も高い。
●次いで、「電子メール」が72.9％、「地図・ナビゲーション」が70.7％。

コンテンツやアプリケーションの利用状況（複数回答）
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3章 1節

2015年
（n＝2,420）

2016年
(n=2,541)

2018年
(n=5,085)

2020年
(n=6,362)

2022年
(n=6,587)

2017年
（n＝2,556）

2019年
（n＝6,136）

2021年
（n＝8,249）

2023年
（n＝6,423）

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

注1：携帯電話所有者が回答。
注2：「Amazon Alexa」は2019年より個別に調査開始。
注3：「au おはなしアシスタント」は2018年7月31日をもってサービスを終了。
出典：2015年-2023年一般向けモバイル動向調査

Google音声検索 Amazon Alexa
docomo my daiz/しゃべってコンシェル

Apple Siri
au おはなしアシスタント

24.524.5
31.331.3

37.637.6 38.938.9

68.668.6
71.571.5 70.570.5

65.865.8 67.567.5

26.426.4
31.031.0 29.929.9

51.551.5

59.459.4
62.362.3

57.757.7 57.957.9

28.428.4

40.040.0

46.446.4
43.943.9 44.744.7

32.932.9
36.636.6

35.535.5 35.235.2 29.729.7 29.829.8

36.936.9
32.432.4 31.231.2

5.85.8 6.06.0 7.57.5 9.29.2 10.310.3

23.023.0

●各音声検索サービスの認知は、全体的に前回と同程度。

音声認識機能の認知率の年次推移（複数回答）
資料3-2
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3章 1節

2015年
（n＝2,420）

2016年
(n=2,541)

2018年
(n=5,085)

2020年
(n=6,362)

2022年
(n=6,587)

2017年
（n＝2,556）

2019年
（n＝6,136）

2021年
（n＝8,249）

2023年
（n＝6,423）

25％

20％

15％

10％

5％

0％

注1：携帯電話所有者が回答。
注2：「Amazon Alexa」は2019年より個別に調査開始。
注3：「au おはなしアシスタント」は2018年7月31日をもってサービスを終了。
出典：2015年-2023年一般向けモバイル動向調査      

Google音声検索 Amazon Alexa
docomo my daiz/しゃべってコンシェル

Apple Siri
au おはなしアシスタント

5.15.1

7.87.8

10.510.5 10.010.0

17.217.2

11.511.5

13.313.3

20.620.6
22.222.2

4.94.9

5.55.5
7.07.0

6.06.0

8.98.9

7.17.1
7.97.9

13.613.6
12.512.5

1.91.9

2.82.8
4.54.5

6.56.5 6.76.7

3.13.1 3.23.2 3.13.1
4.34.3

2.02.0

1.71.7

1.71.7
3.03.0 2.72.7

0.50.5 0.40.4 0.70.7 1.21.2
0.50.5

●各音声検索サービスの利用率は、「Google音声検索」「Amazon Alexa」が前年より微増。

音声認識機能の利用率の年次推移（複数回答）
資料3-3
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コンテンツとメディア

ポイント

3章

ネットでのショッピング、QRコード決済利用

［資料3-4］�ネットショッピングやオークション利用率の年次推移�
（複数回答）..............................................................................................63

［資料3-5］�ネットショッピングで直近1週間で購入したもの［購入端末別］�
（複数回答）..............................................................................................64

［資料3-6］QRコード決済の認知率・利用率（複数回答）........................................65

●携帯電話・タブレットでのネットショッピングやオークションの利用は年々増加傾向（資料3-4）。
●直近の1ヶ月にショッピングサイトで購入した品物の種類は、携帯電話・タブレットでは「洋服類」、パソコンでは「健康

食品、一般食品」が多い（資料3-5）。
●QRコード決済の認知率は、「PayPay」（91.8％）が最も高い。次いで、「d払い」（81.6％）、「楽天ペイ」（79.0％）と続く（資

料3-6）。
●月1回以上の利用率では「PayPay」が43.2％で高い（資料3-6）。

ネット購買・QR決済2節
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3章 2節

2010年
（n＝2,542）

2012年
（n＝2,481）

2011年
（n＝2,503）

2015年
（n＝2,420）

2014年
（n＝2,743）

2018年
（n＝5,085）

2017年
（n＝2,556）

2023年
（n＝6,423）

2021年
（n＝8,249）

2020年
（n＝6,362）

2013年
（n＝2,730）

2016年
（n＝2,541）

2019年
（n＝6,136）

2022年
（n＝7,050）

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

注1：携帯電話所有者が回答。
注2：「携帯電話・タブレットのWebサイト・アプリでの購入」は、2018年以前は携帯電話・タブレットのアプリでの購入を含めず調査。
出典：2010年-2023年一般向けモバイル動向調査

パソコンのWebサイトでの購入 携帯電話・タブレットのWebサイト・アプリでの購入

72.072.0 74.374.3
70.370.3

66.866.8

60.060.0 59.959.9

67.367.3

57.757.7

52.452.4
54.954.9

45.045.0 45.045.0
41.041.0 41.341.3

14.214.2 14.514.5
17.917.9 17.517.5

20.120.1 21.921.9
26.126.1

38.538.5

33.733.7

45.745.7
47.947.9

52.152.1
47.147.1

53.953.9

●�「携帯電話・タブレットのWebサイト・アプリでの購入」は年々増加傾向に対し、「パソコンのWebサイトでの購入」は緩やかな減少傾向。資料3-4

ネットショッピングやオークション利用率の年次推移（複数回答）
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3章 2節

注 ：各端末でネットショッピングを利用した人が回答。
出典：2023年一般向けモバイル動向調査

洋服類

ゲームソフト・玩具

電子書籍

音楽・映像・デザイン画像のネット配信

ゲーム内アイテム・アバター・スタンプ

その他

健康食品、一般食品

化粧品

かばん・小物類、靴類、アクセサリー・宝石・時計

パソコン、携帯電話関連用品

書籍（電子書籍を除く）

チケット・商品券・プリペイドカード・切符・レンタカーや宿泊の予約など

家電、自動車関連商品

CD・DVDなど

携帯電話・タブレット
（n＝2,820）

パソコン
（n＝2,001）

44.944.9

35.235.2

32.332.3

29.229.2

23.823.8

22.422.4

20.920.9

20.820.8

20.120.1

16.516.5

15.515.5

13.113.1

7.97.9

5.05.0

32.232.2

38.738.7

22.522.5

21.321.3

30.730.7

26.326.3

20.420.4

26.726.7

18.518.5

13.113.1

9.69.6

11.711.7

2.92.9

6.76.7

●�直近1ヶ月にショッピングサイトで購入した品物の種類は、携帯電話・タブレットでは「洋服類」（44.9％）、パソコンでは「健康食品、一
般食品」（38.7％）が最も多い。

ネットショッピングで直近1ヶ月で購入したもの［購入端末別］（複数回答）
資料3-5

（％）
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3章 2節

注：携帯電話所有者が回答。
出典：2023年一般向けモバイル動向調査

（n＝6,559）

知っている 月に1回以上利用している

PayPay 91.891.8 43.243.2

ｄ払い 81.681.6 14.614.6

楽天ペイ 79.079.0 15.315.3

au PAY 76.276.2 9.59.5

LINE Pay 73.373.3 3.33.3

メルペイ 64.964.9 5.75.7

FamiPay 60.760.7 3.93.9

ゆうちょ Pay 50.250.2 0.80.8

QUOカードPay 41.641.6 1.51.5

●QRコード決済の認知率は、「PayPay」（91.8％）が最も高い。次いで、「d払い」（81.6％）、「楽天ペイ」（79.0％）と続く。
●月1回以上の利用率では「PayPay」が43.2％で高い。

QRコード決済の認知率・利用率（複数回答）
資料3-6

（％）
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コンテンツとメディア

ポイント

3章

無料動画・有料動画・ライブ配信の認知、利用

●無料動画サービスは利用・認知ともに「YouTube」の一強が継続（資料3-7）。
●有料動画サービスの認知率は「Amazonプライム・ビデオ」がトップで、「Hulu」「Netflix」が続く（資料3-8）。
●ライブ動画サービスでは「YouTube Live」「ニコニコ生放送」の認知率が高く、月1回以上の視聴率では「YouTube Live」
「インスタライブ」が高い（資料3-10）。

3節 動画利用状況

[資料3-7］動画サービスの認知率・利用率《無料動画》（複数回答）.......................67
［資料3-8］動画サービスの認知率・利用率《有料動画》（複数回答）.......................68

［資料3-9］YouTube投稿［性年代別］（単一回答）...................................................69
［資料3-10］ライブ動画サービスの認知率・利用率（複数回答）............................70
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3章 3節

注：GYAO!は2023年3月末でサービス終了。　
出典：2019年-2023年一般向けモバイル動向調査

■ 2023年（n＝6,559）

YouTube（ユーチューブ）

ニコニコ動画

TVer（ティーバー）

GYAO!（ギャオ）

Abema（アベマ）

LINE LIVE（ラインライブ）

知っている 月に1回以上利用している

1.81.8
1.81.8
4.44.4
3.53.5
2.92.9

11.111.1
8.48.4
9.09.0
9.19.1
9.39.3

7.07.0
7.57.5
8.38.3
8.88.8
9.19.1

39.139.1
39.739.7
43.843.8

40.240.2
32.632.6

71.671.6
67.967.9
65.465.4
64.764.7

55.155.1

67.767.7
68.968.9
70.470.4
69.569.5

62.262.2

74.474.4
70.270.2

65.865.8
56.556.5

46.446.4

6.16.1
6.96.9
8.38.3
9.19.1
10.110.1

75.975.9
77.677.6
79.379.3
79.779.7

74.974.9

67.367.3
63.663.6
64.664.6
62.362.3
65.465.4

96.296.2
95.095.0
95.995.9
95.195.1

92.492.4

19.519.5
15.815.8

13.113.1
10.210.2
8.28.2

■ 2019年（n＝6,926）■ 2022年（n＝7,050） ■ 2021年（n＝8,837） ■ 2020年（n＝6,925）

資料3-7 ●無料動画サービスの認知率・利用率は、ともに「YouTube」がトップ。
●「YouTube」は月1回以上の利用率が約7割。他の無料動画サービスよりも浸透度が高い。

動画サービスの認知率・利用率《無料動画》（複数回答）

（％）
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3章 3節

注1：Disney+：2020年はDisney DELUXEで聴取。
注2：dTVは2023年4月より「Lemino」にリニューアル（有料版は「Leminoプレミアム」）。
出典：2023年一般向けモバイル動向調査

Amazonプライム・ビデオ

dアニメストア

Abemaプレミアム

Apple TV+（アップルティービープラス）

Hulu（フールー）

Netflix（ネットフリックス）

YouTube Premium（有料版ユーチューブ）

U-NEXT（ユーネクスト）

Disney+（ディズニープラス）

dTV（ディーティービー）

DAZN（ダゾーン）

テレビ各局の独自オンデマンドサービス

知っている 月に1回以上使っている

28.028.0

3.43.4

10.410.4

4.44.4

3.03.0

2.62.6

1.61.6

2.12.1

3.23.2

1.51.5

1.81.8

0.30.3

84.984.9

 76.8 76.8

76.376.3

66.166.1

64.064.0

63.963.9

63.463.4

60.160.1

57.957.9

53.553.5

50.350.3

39.739.7

動画サービスの認知率・利用率《有料動画》（複数回答）
●有料動画サービスの認知率は「Amazonプライム・ビデオ」がトップで、「Hulu」「Netflix」が続く。
●月1回以上利用は「Amazonプライム・ビデオ」約3割、「Netflix」約1割。

資料3-8

（％）

（n＝6,559）
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3章 3節

男性

出典：2022年-2023年一般向けモバイル動向調査

■ 投稿していない■ 投稿している

2023年 2022年

■ 投稿していない■ 投稿している

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
（n＝170）

（n＝405）

（n＝457）

（n＝572）

（n＝569）

（n＝500）

（n＝501）

男性10代

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70代

女性

女性10代

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
（n＝202）

（n＝430）

（n＝478）

（n＝621）

（n＝570）

（n＝506）

（n＝502）

78.778.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
（n＝180）

（n＝393）

（n＝453）

（n＝552）

（n＝550）

（n＝499）

（n＝512）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
（n＝202）

（n＝443）

（n＝496）

（n＝605）

（n＝566）

（n＝532）

（n＝544）

12.412.4 87.687.6

13.113.1 86.986.9

7.27.2 92.892.8

6.56.5 93.593.5

5.65.6 94.494.4

4.24.2 95.895.8

2.02.0 98.098.0

16.316.3 83.783.7

8.88.8 91.291.2

6.56.5 93.593.5

5.85.8 94.294.2

5.35.3 94.794.7

3.63.6 96.496.4

2.22.2 97.897.8

4.44.4 95.695.6

3.13.1 96.996.9

1.31.3 98.798.7

2.52.5 97.597.5

1.61.6 98.498.4

2.22.2 97.897.8

1.81.8 98.298.2

4.04.0 96.096.0

3.63.6 96.496.4

3.03.0 97.097.0

3.13.1 96.996.9

1.81.8 98.298.2

2.12.1 97.997.9

1.51.5 98.598.5

●YouTube投稿率は男性若年層で高く、20代男性では13.1％。資料3-9

YouTube投稿［性年代別］（単一回答）
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3章 3節

出典：2023年一般向けモバイル動向調査  

（n＝6,559）

知っている 月に1回以上
視聴している

月に1回以上
自身で配信している

YouTube Live(ユーチューブライブ) 11.211.252.752.7 0.90.9

ニコニコ生放送 2.82.849.549.5 0.40.4

Instagram Live(インスタライブ) 6.56.542.942.9 0.50.5

LINE LIVE(ラインライブ) 1.11.132.132.1 0.10.1

Tiktok LIVE(ティックトック ライブ) 2.32.330.030.0 0.20.2

TwitCasting LIVE(ツイキャス) 1.81.825.925.9 0.30.3

17 Live(イチナナ) 0.40.424.824.8 0.10.1

Facebook LIVE(フェイスブックライブ) 0.90.920.320.3 0.20.2

SHOWROOM(ショールーム) 0.70.720.020.0 0.00.0

Pococha（ポコチャ） 0.30.317.517.5 0.10.1

ミクチャ 0.20.213.913.9 0.10.1

Twitch(ツイッチ) 1.41.413.813.8 0.20.2

ふわっち 0.40.413.013.0 0.10.1

●ライブ動画サービスの認知率は「YouTube Live」「ニコニコ生放送」が約半数。
●月1回以上の視聴率では「YouTube Live」がトップで、次点で「インスタライブ」が続く。

ライブ動画サービスの認知率・利用率（複数回答）
資料3-10

（％）
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